
メディアを通じたPR
活動の様⼦がテレビなどで⼤きく取り上げられ本交付⾦
の活動を広くPRできた。

連携先企業の取組とPR活動
烏⼭線の⾞窓から沿線のヒマワリ畑が⾒え
るよう、⼀部列⾞の減速運転を実施するな
ど烏⼭線利⽤を積極的にPRするとともに、
多⾯活動のPRにも繋がった。

烏⼭線は平均通過⼈員2,000⼈未満
でありJR東⽇本が公表した「利⽤の少
ない線区」に含まれた。烏⼭線の開業
100年を契機として、那須烏⼭市まち
づくり課と共に利⽤客増加に取り組ん
でいる。

２ あらかわなんぶちいきほぜんかい とちぎけん なすからすやまし

荒川南部地域保全会（栃⽊県 那須烏⼭市）

栃⽊県
那須烏⼭市

取組のポイント

荒川南部地域保全会では農地やその周辺の保全管理とともに平成30年からはヒマ
ワリの播種活動も継続的に⾏っている。JR東⽇本宇都宮運輸区がJR烏⼭線開業100
周年のイベントについて那須烏⼭市に相談したところ、市の仲介により 活動組織
とのヒマワリ播種活動の連携に繋がった（令和5年6⽉の初回活動には、JR東⽇本
宇都宮運輸区の運転⼠・⾞掌8名を含む20名が参加）。

・認定農⽤地⾯積 96.3ha
（⽥88.4ha、畑7.9ha）

・主な構成員 ⾃治会、⼦供会、
農事組合法⼈、消防団
⼟地改良区 等

・交付⾦ 約4.5百万円（Ｒ4）
・取り組む活動 農地維持⽀払

資源向上⽀払（共同）

地区概要 ※R4年度時点
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連携後の活動実績等連携の契機

⽔⽥農業地帯であり⽐較的⼩規模な
農家が多く、農業従事者の⾼齢化が進
む中で、いかにして活動を継続してい
くかが課題となっている。

活動組織の連携前の状況・課題

体制図

• 活動の様⼦がテレビなどのマスコミで⼤きく
取り上げられ、活動のPRが図られたことによ
り参加者の⼤きな励みにも繋がった。今後、
参加者の増加など、活動の活性化が期待され
る。

• 今後も継続してJR東⽇本宇都宮運輸区と協働
活動を実施する予定。

ヒマワリ畑の観光客が増加

ＪＲ東⽇本
宇都宮運輸区

活動拡⼤の⼯夫

那須烏⼭市 まちづくり課・農政課

荒川南部
地域保全会

③共同活動

①イベント内容の相談

宇都宮運輸区による草刈状況

活動組織

②連携の提案

企業

減速運転のチラシ

• テレビなどによるPRの効果により、遠⽅から
の観光客数が⼤幅に増加。SNSの反響も⼤き
く、来年以降も増加が⾒込まれている。

JR烏⼭線開業100周年記念イベント
開業100周年イベントの⼀環として、⾞窓から⾒えるヒマワ
リに親しみを抱いていた運輸区職員の積極的な協⼒により、
今回の協働活動が実現。

市担当課との連絡・協⼒体制の構築
活動組織は交付⾦の担当である市農政課と⽇頃から連絡・協
⼒体制を構築しており、今回の連携についても、市から活動
組織への相談があり実現した。



※多⾯ポータルサイト「TANOPO」
栃⽊県内の多⾯的機能活動に関する
「情報提供」や「イベント情報」、

ユーザー同⼠で情報を交換できる「つ
ながる広場」等のコンテンツを備えた
多⾯活動のポータルサイト。栃⽊県農
地⽔多⾯的機能保全推進協議会が運営

（令和5年3⽉開設）

ひまわりの植栽から始まった企
業との協働活動が、草刈りやホタ
ルの保全といったその他の保全活
動の協⼒にも展開している。
また、企業が活動をPRしたこと

で、他の企業の活動参加にもつな
がっている。
ヒマワリの鑑賞・撮影で烏⼭線

の利⽤が増え地域のまちづくりに
も効果がでており、引き続き、連
携を深めたいと考えている。

外部組織との連携のプロセス

取組の成果・今後の展望

連携前の状況
⽔⽥農業地帯であり⽐較的⼩

規模な農家が多く、⾼齢化や後
継者不⾜などから担い⼿農家や
農事組合法⼈への集積が進んで
いる。
農業従事者の⾼齢化が進む中

で、草刈作業等は作業者に多く
の負担がかかっており、いかに
して活動を継続していくかが課
題となっている。 • 烏⼭線開業100年イベントの⼀

環として、⾞窓から⾒えるヒマ
ワリ畑の保全に協⼒したいとJR
東⽇本から活動組織へ申し出。

• 6⽉の播種は保全会員12名・運
転⼠・⾞掌8名の計20名で実施。

• 8⽉の開花直前には保全会員23
名、JR東⽇本18名の計41名で
ひまわり畑・農道・駐⾞場の草
刈り及び展望台を整備し、沿線
美化を実施。

企業連携の契機(R5)

SDGsの観点から多⾯
的機能⽀払交付⾦の役
割を整理したPR資料を
活⽤したPR活動を開始。

SDGsを絡めたPR活動(R5)

公園周辺及び線路沿
いの環境保全活動を
JR東⽇本宇都宮と継
続して実施する予定。

持続的な協同活動(R5〜) 

ポータルサイト「TANOPO」で活動
PR及び企業への参加募集を開始。

「TANOPO」※でPR（R5〜）

多⾯的機能⽀払交付⾦の
活⽤により、⼟地改良区
だけでは困難だった各地
区の管理が徐々に⾏き届
くようになった。

荒川南部地域保全会の設⽴
(H20)

遊休農地を活⽤した
ヒマワリの植栽開始。

ヒマワリ播種活動開始
(H30)

「TANOPO」ホームページ
「TANOPO」つながる広場

植栽活動の様⼦

ひまわり畑の中を⾛る烏⼭線電⾞


